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１ はじめに  
本研究は、「ミニ開発住宅地」の１つである埼玉県

川口市Ｓ地区における開発の過程と現状及び地区内に

近年見られるコミュニケーションの実態に関する研究

の一部である。その中でも、本報告はＳ地区内にある

Ｓ公民館を利用したコミュニケーションの実態に関す

る研究である。 

 

２ Ｓ公民館について 
Ｓ公民館は、Ｓ地区唯一の公民館として昭和45年11

月から運営を開始し現在まで地域の人々の学習の場、

またコミュニケーションの場として広く集会場として

の役割を担っている。具体的には各種クラブ活動や多

くの集会の場として、また毎年秋に開催される文化祭

ではＳ公民館利用団体の発表の場としても利用されて

いる。 

公民館を利用する上で事前に公民館利用団体として

登録するとＳ公民館を安く利用することが出来るため

に、38団体がＳ公民館に登録し、実際に活動している。 
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図1 Ｓ公民館外観 

 ３ 調査方法 

(1)アンケート調査(団体の構成員) 

Ｓ公民館に登録している団体の68％(26団体/38団

体)に参加している人にアンケートを行った。回答人数

は372人。アンケートは性別・年齢・職業の有無・家族

人数・団体への参加率・団体への入会きっかけ・満足

度は該当するものの選択形式で行い、複数入っている

場合の団体名・住まいは記述式で行った。 

(2)ヒアリング調査(団体の代表者) 

 アンケート調査を行った26団体の代表者にヒアリン

グを行い記録した。ヒアリング内容は団体発足の経緯

(きっかけ)、現状(活動状況・メンバー数・年齢層・会

費・勧誘方法・お互いの連絡方法・先生やコーチの有

無・発表の場の有無・お祭りの参加の有無・その他公

民館外での活動)、および、代表者本人について(代表

者歴・なった理由・様子)。 

 (3)参加型ヒアリング調査 

筆者らが実際に団体活動に参加し、気づいたことを

記録した。調査回数30回。 

 

４ 結果と考察 

 本報告は（1）アンケート調査(団体の構成員)と(2)

ヒアリング調査(団体の代表者) および(3)参加型ヒア

リング調査に基づいて分析した。 

4.1 団体構成員の年齢と男女比 

 団体構成員の年齢層は60代、70代が大半を占めてい

る(69％)。男女比は20代から50代は男性の比率が高く

(71.4％)、60代から80代は女性の比率が高い(67.7％)。

全体としては女性の比率が高い(55.9％)。(図2) 
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図2 団体構成員の年齢別男女比 

サークル別に見ると、Ｓジャイアンツ・Ｓソフトボー

ル・Ｓ卓同好会の3団体には40代以下の構成員がいるも

ののその他の23団体は50代以上の構成員から成ってい

る。(表1) 

4.2 Ｓ公民館利用団体における男女の傾向 

加入人数で見た人気のある団体は男性(164人)に

おいて1位ソフトボール91人、2位Ｓ卓同好会(卓

球)13人、3位民謡愛好会(民謡)10人である。一方女

性(208人)においては1位カナリア(合唱)25人、2位

エーデルワイス(コーラス)16人、3位民踊同好会(民

踊)15人である。また、ソフトボールのように構成

員が男性のみの団体が存在しているのに対して、 

表1 年齢別構成員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

鎌倉彫,木彫り,大正琴,レイナニフラサークル(フ

ラダンス)、書道、絵手紙といった構成員が女性だ

けの団体が多く存在している。よって、男性は運動

系の団体に多く所属し、女性は文化系の団体に多く

所属しているという傾向がある。 

4.3 団体への出席率と満足度及び職業の有無の問題 

 参加団体への満足度は高く、満足とやや満足合わせ

て90％である(図3)。団体へ毎回出席している人は全体

の69％(図4)で、この中で参加団体に満足している人は

73％である。 
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図3 満足度        図4 出席率 

また団体構成員で無職の人は76％(260人)、その中で団

体に毎回参加している人は70％である。さらに、2つ以

上の団体に参加している人は47人(15％)で、その中で

無職の人は32人(74％)である。よって、各団体への出

席率の高さの理由は、団体への満足度が高いことだけ

ではなく、団体構成員の多くが無職であることも関係

している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4.4 団体への入会のきっかけ 

 団体への入会のきっかけ(図5)でやりたい事の一致

(14％)などの自主的な理由を挙げた人は38％(120人

/314人)であるのに対して、友人からの紹介(45％)など

の入会以前から団体構成員を知っていたことを理由に

挙げた人は62％(194人/314人)と多い。このことから、

多くの団体が知人同士のネットワークによって成り立

っていることがわかる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図5 団体への入会のきっかけ 

4.5 居住地 

団体構成員の居住地はＳ地区が69％（249 人）と多

いものの、近隣のＷ市・Ｋ市在住者やその他の地区の 

居住者もいる。またＳ地区居住の団体構成員の居住地 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図6 Ｓ地区在住の構成員の居住地 

はＳ地区全体に及んでいる。(図 6)

4.6 特徴のある団体について 

Ｓ公民館利用団体としてのソフトボールチームは

「Ｓソフトボールクラブ」の1チームであるが、Ｓ地区

内には全部で4つのソフトボールチームが活動してい

る。 

この4チームは毎週日曜日にそれぞれがＳ公民館の

横にあるＳ小学校の校庭を借りて練習を行い、年に4

回、4チーム総当り試合を行い勝ち数の多いチームが優

勝というリーグ戦を行っている(図7)。この試合はＳ町

会が主催し、Ｓ地区のレクリエーション協会から優勝

杯(図8)が授与されるなど、町ぐるみのイベントとなっ

ている。またＳ地区にはこの4チームの選抜メンバーか

らなる代表チームも存在し、今年行われた川口市の公

民館対抗ソフトボール試合で2位の成績を残した。 
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図7 試合風景          図8 優勝杯 

この4チームの年齢層(図9)は20代から50代の人が

69％(63人/91人)とＳ公民館構成員の年齢層と比べる

と若い人が多いことがわかる。またチームに登録して

いても、チームの若返りを望み試合には参加しない高

齢の選手も多く、このような人たちは試合の審判や試

合結果の記録などを行いチームを支えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図9 4チームの構成員の年齢 

ソフト　 0 5 3 6 16 3 0

ホッピー 1 4 3 7 2 0 0
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商店会 1 8 5 1 1 2 0

20代 30代 40代 50代 60代 70代 80代

0

60

人数 141 60 38 31 18 9 6 3 3 2 2 1

友人か

らの紹

介

やりた

い事の

一致

公民館

での掲

示板を

知り合

いがい

たため

いきが

い大学

公民館

外ポス

ターを

子供の

意思

公民館

からの

直接紹

祭りを

見て

家族の

誰かが

いたた

飲み仲

間から

の紹介

公民館

広報



4チームに所属している人の居住地は図10から読み

取れるように、この4つのチームごとに、住まいとの関

係が見られるチームと見られないチームがある。これ

はそれぞれのチームの発足理由に由来しているようで

ある。 

住まいとの関係が最も顕著なチームは「ファザーズ」

であり、これは同一マンションの住人によって結成さ

れたお父さん達のチームである。また「商店会」チー

ムの住まいは商店街沿いに多い。これは商店会加入者

から始まったチームだからである。逆に住まいと関係

のないチームとしては、「ホッピーズソフトボールク

ラブ」と「Ｓソフトボールクラブ」である。「ホッピ

ーズソフトボールクラブ」は名前のとおり「ホッピー」

という名の居酒屋の前の店主が店の客や友人などの飲

み仲間を集めて結成したチームである。現在その店主

は亡くなっている。「Ｓソフトボールクラブ」は4チー

ムの中で最も古く、今年で結成31年になる。当初は野

球チームであったが、誰でもが参加し易いようにとソ

フトボールチームに変更した過去がある。他3チームか

らは「名門チーム」と呼ばれている。 

1.Ｓソフトボールクラブ   2.Ｓホッピーズソフトクラブ 

3.ファザーズ        4.商店会 

図10 4チームの住まい分布図  

このようなチームの特徴は、試合後のチームの過ご

し方にも現れている。筆者らが調査を行った7月16日の

各チームの試合後の過ごし方は以下のとおりである。 

同一マンションの住人によって結成されたお父さん

達のチームである「ファザーズ」は家族との時間を大

切にすべく、試合後すぐにそれぞれが自宅に帰ってい

った。「商店会」と「Ｓソフトボールクラブ」はＳ地

区内にある酒屋の横の空き地でビールケースを椅子に

して共に夕方まで飲んでいた。(図11)「ホッピーズソ

フトボールチーム」は同じ酒屋の近くの習字教室の部

屋を借り、こちらも夕方まで飲んでいた。どちらもこ

の酒屋で酒やつまみを頼み、つけで購入していた。み

なとても仲が良く家族の話から政治の話までをざっく

ばらんに楽しんでいた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図11 試合後の風景 

 

５ まとめ 
Ｓ公民館利用団体の構成員は60代70代の人が多く、

男性より女性の方が多い。また団体への参加率、満足

度が高く、友人の紹介で団体へ入会した人が多い。構

成員はＳ地区居住者が約7割を占めている。 

 よって、Ｓ地区にはＳ公民館を積極的に利用し、友

人とのコミュニケーションをとりながら楽しく暮らし

ている高齢者が多いことがわかる。 

 また、4つあるソフトボールチームのようにＳ公民館

を利用しながらもＳ町会が後ろ盾となり若い人も積極

的に参加している団体もＳ地区には存在している。 
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